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研究成果の概要（和文）：「ものづくり」の研究が日本で盛んに行われている。本プロジェクトでは、設計から流通・
販売までを流れる部品や材料の流れを軸として企業を捉えようとした。こうした観点は経営学の草創期から実はコスト
だけでなく、経営上の問題点を正確に認識するためには重視されてきた。情報通信技術が発展した現在では、経営の重
要な骨格をなしているだけに見えにくくなっていることに取り組もうとした。
　和田が『ものづくりを超えて』を2013に発表して、それを受ける形でプロジェクト参加者が共同で企業を視察や研究
会での発表を通して、研究成果を提出した。具体的には図書5件、雑誌論文16件、学会発表11件を成果としとりまとめ
た。

研究成果の概要（英文）：Research on “monodukuri” (manufacturing ) is more popular than ever. In this 
project, we have tried to investigate into business from design to distribution through the flow of parts 
and materials. This idea was actually originated in the nascent years of management studies. Pioneers 
advocated this for reducing costs as well as identifying troubles in management. Under newer environment 
such as highly developed ICT, the old ideas became backbone of business. Wada tried this to trace this at 
the Toyota, publishing titled Monodukuri wo koete [Beyond Manfactruing]in 1913. In responding to this, 
each participator in this project producing as follows: 5 books, and 16 articles including in some 
foreign journals, as well as reading 11 papers at learned societies, also including at some foreign 
countries’ societies.
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１．研究開始当初の背景 
 本研究を開始する当初、プロジェクト参加
メンバーはおおむね「ものづくり」関連の研
究を行っていた。とはいうものの、研究方向
としは個別企業内部に焦点を絞りがちなこ
とは否めなかった。個別の人物に興味がある
人物や研究開発に特に関心をよせる、あるい
は中規模ないし小規模の企業とその地域に
関心を寄せるなどである。しかし、企業はた
えず外部環境との関係のなかで活動してい
ることは否定できない。こうした見解は一般
的には当てはまるし、抽象的なことをいって
も研究が新たな地平を切り拓くわけでもな
い。和田は『ものづくりの寓話』（2009 年刊）
を執筆中から、企業の外部との関連を重視す
べきと考えていた。その際、具体的に企業が
生産する「もの」を効率的生産するために、
経営学研究が「研究」として成立する初期か
ら、「もの」を構成する部品・材料を把握し、
その仕入れた費用だけでなく、「情報」（コス
トだけではなく、生産プロセスのうちのどの
プロセスにあるかを明確にするためにはど
のように「情報」を把握するかが大きな関心
を持った。こうした取り組みが、いわゆる情
報化時代にどのように受け継がれ、変化しな
がら実践されているのではないかに関心を
抱いた。 
 こうした観点を、各自が独自に研究を行っ
ていた研究に加味してみようというのが当
初の構想であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の課題として「物流と開発・生産機
能の分散と統合ーーグローバル化とローカ
ル化との間でーー」としたのは上記１の状況
を考えてのことである。「もの」の流れを中
心に見ながら、開発・生産といった機能を検
討しようというものである。さらに、「もの」
の動きは国内の企業間だけでなく、海外にま
で及ぶことを念頭において、副題をつけた。 
 
３．研究の方法 
 研究を始めるにあたって、それまで各自が
研究を続行しており、それ完全に中断するの
ではなく、これまでの研究を、本プロジェク
トの視点をいれて見直しながら研究成果を
まとめる方向をとった。 
 研究の成果の方向性を統一することも考
えて、協同で当初は物流施設の見学をしなが
ら、それと企業活動との関連に眼を向けるこ
ととした。そのため、ほぼ毎年、種々の企業
を見学した。また協同の研究会を開き、メー
ルなどだけでは理解がすすまない点まで、研
究途上の各自の研究を発表しながら討議す
ることにした。本プロジェクト参加者のバッ
クグランドが異なることも考え、あえて統一
的な研究方法ではなく、本プロジェクトの研
究方向を意図的に組み入れた場合に各自の
研究がどのように変わるかに力点を置いた
プロジェクトとした。 

４．研究成果 
 本プロジェクトの発端は和田の『ものづく
りの寓話』の執筆途中から始まっている。こ
の続編である『ものづくりを超えて』（名古
屋大学出版会、2013 年）の刊行を書き上げる
ことが第一段階であった。この書物は和田な
りに「１．研究開始当初の背景」での問題意
識に基づいたものであり、そのことが対象と
した企業の国際化展開の制約になっていた
ことを述べたものである。この点については
簡単に 2012 年に開催された国際学会で報告
し、目下、招待を受ける形で国際学会誌に論
文執筆中である。 
 この書物から得られた知見から本プロジ
ェクト参加者の研究にコメントをしていっ
た。これまで物流についての視点を明確に提
示することのなかった研究が出現し始めた。
例えば具の学会発表「グローバル時代の開
発・生産・調達のインテグレーションとして
の物流戦略」にはそれが明確である。また岸
本は粂野博行との共編著『中小企業の空洞化
適応』にもその傾向がある。さらに松島はＡ
ＳＥＡＮ諸国の実態調査を踏まえながら行
っている論文や報告のなかにそうした傾向
が見られる。 
 研究成果として図書 5件、雑誌論文 16件、
学会発表 11 件は本プロジェクト発足時に成
果として予想していたものを超えている。 
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